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質  問  回  答 

2023年 12月 8日 

「ニカラグア国海岸災害に強い地域作りのための事前防災投資促進プロジェクト」 

（公示日：2023年 11月 22日／公示番号：23a00719）について、質問と回答は以下の通りです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 

P.9 

第 2章 特記仕様書案 

【1】本業務にかかるプロポ

ーザル作成上の留意点 

2.プロポーザルで特に具

体的な提案を求める内容 

「現地再委託することにより業務の効率、精度、質等が向上

すると考えられる場合、当該業務について経験・知見を豊

富に有する機関・コンサルタント・NGO に再委託して実施す

ることを認める場合があります。本特記仕様書（案）記載の

項目・規模を超えて現地再委託にて実施することが望まし

いと考える業務がある場合、理由を付してプロポーザルに

て提案してください」とありますが、業務の効率、精度、質等

が向上すると考えられる場合は、国内再委託も認める場合

がありますでしょうか。 

「国内再委託」に関しては、「コンサルタント

等契約における現地再委託契約ガイドライン」

の 8 ページに記載のとおり「原則として、国内

における再委託契約を想定していません。」で

す。他方で、同一ページに「個別の取扱いにつ

いては、個別の案件において協議することとし

ます。」と記載のとおり、 「国内再委託」は、完

全に排除するものではありません。 

なお、選定ポイントは「（現地／国内）再委

託」について、あくまで本件により派遣される

専門家による実施との総合的な相対判断にな

りますので、国内再委託が最善か？が問われ

ることになります。 
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P.14  

第２章 特記仕様書案 

第４条  実施方針及び留

意事項 

(9)国際、地域枠組及び国

家政策の達成への貢献 

1.仙台防災枠組への貢献 

仙台防災枠組のフォローアッププロセスの一環として防災

グローバルプラットフォーム及び地域防災プラットフォームを

マイルストーンの 1 つとして設定し、プロジェクトの進捗管理

及び成果発信を行っていくとありますが、本プロジェクトにお

いてこれらの国際会議に現地で参加し、成果を発表する想

定でしょうか。 

本案件により派遣される専門家、C/Pによる

国際会議での現地発表を歓迎いたします。参

加する国際会議についてプロポーザルでのご

提案をお願いいたします。また、必要経費は別

見積としてください。 

（現地参加は現地滞在期間 5 日、日本人専

門家 1 名、C/P2 名分の日当・宿泊費、ジュネ



2 
 

ーブへの旅費を想定しております。） 
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P.17 

第２章 特記仕様書案 

第５条 業務の内容 

2.本業務にかかる事項 

(１）プロジェクトの活動に

関する業務 

④全体に係る活動 

「成果 3、4 のより具体的な成果・活動イメージ（案）につい

て、とりまとめ、JICA とともに先方政府との協議を行い、そ

の結果を修正 R/D（案）として第一期終了時までに作成す

る」とありますが、変更の中身によっては専門家の人月・担

当の大幅な変更が生じることも考えられます。指示書にご

記載の活動内容から、どの程度の変更を想定しているか、

また、専門家の人月・担当の変更の程度の想定をご教示く

ださい。 

第一期における現地情報分析や、C/P との

協議の結果として、上位目標、プロジェクト目

標、成果、活動を含む PDM の変更により、第

二期活動の専門家の担当、人月について新

規追加、削除、割振等様々な可能性がありえ

ます。第二期活動内容の変更については受注

者とも協議の上、確定する予定です。 

特に、ＰＤＭの成果３、４においてパイロット

市における活動内容の取扱の変更（構造物計

画だけでなく防災ガバナンスの強化に資する

活動に重点を置く等）の可能性がある点につ

き、ご留意ください。 
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P.20 

第２章 特記仕様書案 

第５条 業務の内容 

2.本業務にかかる事項 

(4)機材調達 

「本業務では、機材調達を想定していない」とありますが、業

務遂行上、必要と考えられる場合、提案しても宜しいでしょ

うか。 

業務遂行上必要と考えられる場合、ご提案

をいただくことで結構ですが、ご提案いただく

場合でも指定上限額内に収めて下さい。 

 上限額内に収まらない場合には、別提案とし

てご提案いただくことになりますが、その採否

については、契約交渉時に協議させていただ

きます。 

以 上 


